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（キーワード） 環境、低炭素社会、循環型社会、自然共生社会 

１．はじめに

国総研の各研究部・センターは、国土マネジメン

トに関する研究の一環として、施設・事業分野ごと、

低炭素社会、循環型社会及び自然共生社会の実現に

関わる多様な環境研究を進めている。環境研究推進

本部は、これら環境研究活動の対外発信、また、所

内環境研究者の相互交流・知見共有・視野拡大を目

的に、2013年度から活動を行っている。

２．2018年度における推進本部の具体的活動

環境研究活動の対外発信については、ホームペー

ジを通じた情報提供のほか、適切な機会を通じて研

究内容の紹介を行うよう努めている。その一つとし

て、環境研究に携わる国の施設等機関、国立研究開

発法人及び国立大学法人の13研究機関からなる「環

境研究機関連絡会」が開催した第16回環境研究シン

ポジウムにおいて、全体テーマ「スマート社会と環

境～豊かな暮らしと環境への配慮の両立を目指し

て」に関する取組などについての講演及びポスター

発表を行った（写真及び図）。

写真 環境研究シンポジウムにおける

講演及びポスター発表の様子

○講演

【都市研究部】コンパクトでスマートなまちづくり

○ポスター発表

【都市研究部】携帯電話基地局運用データのパーソントリップ調査への適用に関する研究

【下水道研究部】下水処理過程におけるDO制御による省エネに関する研究

【沿岸海洋・防災研究部】干潟の生態系サービスの定量化

【社会資本マネジメント研究センター】

都市の生物多様性の確保を目的としたモニタリングとその活用手法に関する研究

【河川研究部】水災害に関する予測技術の開発と社会実験

【土砂災害研究部】土砂災害警戒避難のための線状降水帯等の自動抽出システムの開発

【道路交通研究部】道路施設におけるエネルギー技術活用方策の検討

【住宅研究部】オフィスにおけるOA機器の保有状況に関する実態調査

図 環境研究シンポジウムでの研究紹介一覧

また、所内環境研究者の相互交流・知見共有・視

野拡大については、日常的な情報交換などを可能と

するよう研究者名簿を整備（更新）したほか、通算

で9回目となる研究交流会を気候変動適応研究本部

と合同で開催した。具体的には新たな研究の実施に

向けた知見を得る機会として、昨今、防災・減災（都

市の雨水管理）の機能を持つなどして、国土交通省

に関連の深い国の計画に取り上げられている「グリ

ーンインフラ」をテーマに、外部講師（福島孝則・

東京農業大学准教授）の講演をもとに、果たすべき

役割などについての意見交換を実施した。

３．今後の展開

環境研究は、防災・減災研究などと同様、国土交

通省の使命である持続的な国土・社会づくりに大き

く関与している。環境研究推進本部は、新たに所内

の類似した環境研究の方向性の整理や本部としての

研究の実施を模索することを含め、引き続き所内に

おける環境研究の推進と成果の発信に努めていく。

☞詳細情報はこちら

環境研究推進本部HP

http://www.nilim.go.jp/japanese/organization/k_honbu/
indexkankyou.htm
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(博士(工学)) (博士(工学))

災害時の TEC-FORCE 等専門家派遣及び技術支援活動状況

１．はじめに 

近年、自然的インパクトが局地化・集中化・激甚

化していることは既に認識され、ハード・ソフト対

策を総合し、被害を最小化するための取組みがより

一層強く推進されてきている。そのうち、有力な手

段の一つとして、国土交通省は平成 20 年に

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）を創設し、被害の

発生・拡大の防止や被災地の早期復旧等を目的とし

て、その活動を積み重ねてきている。 

２．国総研の TEC-FORCE 等活動 

 国総研より派遣する TEC-FORCE は、日々の研究等

による蓄積をバックボーンに、専門家として判断が

より複雑あるいは難しい事象や被害を主な対象と

した『高度技術指導班』として活動する。主な役割

は被害状況の調査や施設の安全性評価に加え、二次

災害防止のための高度な判断に基づく助言などで

ある。 

 平成 30年 7 月豪雨では、堤防決壊箇所現地調査、

土砂災害ヘリ調査など、それぞれの被災に対応する

分野の専門家を派遣した。 

 TEC-FORCE としての活動以外にも、被災地の地方

公共団体や地方整備局等からの要請に対し、迅速に

専門家を派遣し、技術的支援活動を継続している。

また、自主調査も積極的に行い、防災・減災に関す

る技術力向上のための活動も行なっている。（派遣

実績は、表参照） 

３．おわりに 

国総研より派遣する専門家は、TEC-FORCE や自主

調査等の形態を問わず、高度な技術的支援を通じて、

被災地の復旧に貢献している。 

なお TEC-FORCE については、平成 30 年 7 月豪雨及

び平成 30年北海道胆振東部地震に対する活動が評

価され、平成 31 年 2 月に国土交通大臣より、緊急災

害対策派遣隊（TEC-FORCE）表彰を受けた。また、平

成 29 年九州北部豪雨に対する、国総研からも隊員を

派遣した国土交通省全体の TEC-FORCE 活動について、

平成 30 年 9 月に平成 30 年防災功労者内閣総理大臣

表彰を受けた。 

表 平成３０年度専門家の派遣実績 

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

土砂災害 

研究部 

深層崩壊対策研究官 桜井 亘 4/11～12 土砂災害 砂防 主任研究官 木下 篤彦 6/22～23 

(併)砂防 

研究室 

(九州地方 

整備局) 
梶原 愼一 4/11～12 

研究部 研究室 (TEC-FORCE) 

建築 基準認証 

土砂災害 

研究室 

主任研究官 野村 康裕 4/28～29 研究部 システム 主任研究官 坂下 雅信 6/19～20 

研究員 鈴木 大和 4/11～12, 研究室 

4/28～29 

    

  部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 土砂災害 土砂災害 研究官 村田 郁央 6/26～27 

河川 

研究部 

水防災システム研究官 服部 敦 5/7 研究部 研究室 

水環境研究官 植田 彰 5/7 

    

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 建築 基準認証 

道路構造物

研究部 

橋梁 

研究室 

室長 白戸 真大 5/9 研究部 システム 主任研究官 喜々津 仁密 7/3 

研究官 大西 諒 5/9 研究室 

●大分県中津市土砂災害 ●大阪府北部を震源とする地震

●霧島山（硫黄山）噴火
●和歌山県田辺市稲成町斜面変状

●国道 157 号登り谷橋落橋
●滋賀県米原市における竜巻被害

災
害
対
応
の
支
援
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部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間

道路構造 橋梁 主任研究官 岡田 太賀雄 11/4 道路構造 道路基盤 室長 渡邉 一弘 10/16

物研究部 研究室 物研究部 研究室 主任研究官 木村 一幸 10/16 

構造・基礎 室長 七澤 利明 11/4

研究室

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 道路構造 橋梁 室長 白戸昌大 10/23

道路構造 道路基盤 主任研究官 木村 一幸 11/9 物研究部 研究室

物研究部 研究室

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間

道路構造 道路基盤 室長 渡邉 一弘 10/11 道路構造 構造・基礎 室長 七澤 利明 12/2

物研究部 研究室 主任研究官 木村 一幸 10/11 物研究部 研究室 主任研究官 森本 和寛 12/2

※災害直後の緊急的対応のみを掲載し、その後継続的に行われた応急復旧・本復旧に関する技術

支援等は省略している。 

●和歌山県橋本市恋野橋変状 

●西九州自動車道 唐津伊万里道路のり面崩壊 

●船舶衝突による大島大橋損傷 

●奈良県国道 169 号高原トンネル現地調査 

●一般国道 10 号中判田地区のり面崩壊 

●千葉県市原市盛土崩壊による道路閉塞箇所現地調査 

 

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

下水道 下水道 室長 岩﨑 宏和 7/10～11 道路構造 構造・基礎 室長 七澤 利明 7/20,25 

研究部 研究室 (TEC-FORCE) 物研究部 研究室 研究官 上原 勇気 7/20 

河川構造物管理研究官 諏訪 義雄 7/23 研究官 木村 崇 7/20,25 

9/28 道路基盤 室長 渡邉 一弘 7/26 

水防災システム研究官 服部 淳 10/14～15 研究室 主任研究官 木村 一幸 7/14,26,31 

11/27 

河川 室長 福島 雅紀 7/8 

河川 研究室 7/10～11 下水道 下水道 室長 岩﨑 宏和 9/10 

研究部 7/23 研究部 研究室 研究官 川島 弘靖 9/10 

7/26～27 研究官 平出 亮輔 11/28～29 

10/11～12 土砂災害 深層崩壊対策研究官 桜井 亘 9/9～12 

12/26 研究部 10/2～3 

主任研究官 瀬﨑 智之 7/8 砂防 室長 内田 太郎 9/12～15 

8/22 研究室 主任研究官 松本 直樹 9/9～12 

主任研究官 山本 陽子 10/14～15 主任研究官 坂井 佑介 9/12～15 

11/27 土砂災害 室長 野呂 智之 9/6～7 

研究官 笹岡 信吾 8/1～8/2 研究室 (TEC-FORCE) 

8/29 9/8～10 

9/28 10/22～23 

研究官 中村 良二 10/11～12 研究官 村田 郁央 10/22～23 

研究員 下津 隆介 8/1～8/2 研究員 鈴木 大和 9/9～12 

水害 室長 板垣 修 7/26～27 10/2～3 

研究室 主任研究官 武内 慶了 7/26～27 
道路構造

物研究部 

道路構造物管理システ

ム研究官
玉越 隆史 9/17～18 

研究官 大山 璃久 7/26～27 橋梁 室長 白戸 真大 9/18 

土砂災害 部長 岡本 敦 7/15～16 研究室 主任研究官 岡田 太賀雄 9/17～18 

研究部 深層崩壊対策研究官 桜井 亘 7/9～13 道路基盤 室長 渡邉 一弘 9/10 

(TEC-FORCE) 研究室 主任研究官 木村 一幸 9/10 

7/19～25 道路地震 室長 片岡 正次郎 9/13～14 

7/30～31 防災 主任研究官 横田 昭人 9/13～14 

砂防 室長 内田 太郎 7/12～15 研究室 研究員 石井 洋輔 9/10 

研究室 7/18～19 建築 基準認証 

7/25 研究部 システム 主任研究官 荒木 康弘 9/11 

7/26～30 研究室

主任研究官 木下 篤彦 7/9～10 構造基準 主任研究官 柏 尚稔 9/17～18 

(TEC-FORCE) 研究室 

主任研究官 坂井 佑介 7/10～12 都市 都市計画 主任研究官 大橋 征幹 9/17～18 

(TEC-FORCE) 研究部 研究室 

7/25～30 港湾 港湾施設 主任研究官 竹信 正寛 9/7～8 

主任研究官 松本 直樹 7/15～19 研究部 研究室 

研究官 泉山 寛明 7/12～15,  

7/25～26 

土砂災害 室長 野呂 智之 7/17～19 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

研究室 主任研究官 野村 康裕 7/17～19 建築 基準認証シス 主任研究官 喜々津 仁密 9/12～13 

研究官 村田 郁央 7/12～13 研究部 テム研究室

7/30～31 沿岸海洋 沿岸防災 室長 鮫島 和範 9/5～6 

9/15～17 ・防災 研究室 9/26 

研究員 鈴木 大和 7/12～15 研究部 主任研究官 本多 和彦 9/5～6 

7/31～8/1 9/26 

●平成 30 年 7 月豪雨

●平成 30 年北海道胆振東部地震

●台風 21 号
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部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

道路構造 橋梁 主任研究官 岡田 太賀雄 11/4 道路構造 道路基盤 室長 渡邉 一弘 10/16 

物研究部 研究室 物研究部 研究室 主任研究官 木村 一幸 10/16 

構造・基礎 室長 七澤 利明 11/4 

研究室     

     部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 道路構造 橋梁 室長 白戸昌大 10/23 

道路構造 道路基盤 主任研究官 木村 一幸 11/9 物研究部 研究室 

物研究部 研究室 

      

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 

道路構造 道路基盤 室長 渡邉 一弘 10/11 道路構造 構造・基礎 室長 七澤 利明 12/2 

物研究部 研究室 主任研究官 木村 一幸 10/11 物研究部 研究室 主任研究官 森本 和寛 12/2 

※災害直後の緊急的対応のみを掲載し、その後継続的に行われた応急復旧・本復旧に関する技術

支援等は省略している。

●和歌山県橋本市恋野橋変状

●西九州自動車道 唐津伊万里道路のり面崩壊

●船舶衝突による大島大橋損傷

●奈良県国道 169 号高原トンネル現地調査

●一般国道 10 号中判田地区のり面崩壊

●千葉県市原市盛土崩壊による道路閉塞箇所現地調査

部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間

下水道 下水道 室長 岩﨑 宏和 7/10～11 道路構造 構造・基礎 室長 七澤 利明 7/20,25 

研究部 研究室 (TEC-FORCE) 物研究部 研究室 研究官 上原 勇気 7/20

河川構造物管理研究官 諏訪 義雄 7/23 研究官 木村 崇 7/20,25 

9/28 道路基盤 室長 渡邉 一弘 7/26

水防災システム研究官 服部 淳 10/14～15 研究室 主任研究官 木村 一幸 7/14,26,31

11/27

河川 室長 福島 雅紀 7/8 

河川 研究室 7/10～11 下水道 下水道 室長 岩﨑 宏和 9/10

研究部 7/23 研究部 研究室 研究官 川島 弘靖 9/10

7/26～27 研究官 平出 亮輔 11/28～29 

10/11～12 土砂災害 深層崩壊対策研究官 桜井 亘 9/9～12

12/26 研究部 10/2～3

主任研究官 瀬﨑 智之 7/8 砂防 室長 内田 太郎 9/12～15

8/22 研究室 主任研究官 松本 直樹 9/9～12

主任研究官 山本 陽子 10/14～15 主任研究官 坂井 佑介 9/12～15

11/27 土砂災害 室長 野呂 智之 9/6～7

研究官 笹岡 信吾 8/1～8/2 研究室 (TEC-FORCE)

8/29 9/8～10

9/28 10/22～23 

研究官 中村 良二 10/11～12 研究官 村田 郁央 10/22～23 

研究員 下津 隆介 8/1～8/2 研究員 鈴木 大和 9/9～12 

水害 室長 板垣 修 7/26～27 10/2～3

研究室 主任研究官 武内 慶了 7/26～27
道路構造

物研究部

道路構造物管理システ

ム研究官
玉越 隆史 9/17～18

研究官 大山 璃久 7/26～27 橋梁 室長 白戸 真大 9/18

土砂災害 部長 岡本 敦 7/15～16 研究室 主任研究官 岡田 太賀雄 9/17～18

研究部 深層崩壊対策研究官 桜井 亘 7/9～13 道路基盤 室長 渡邉 一弘 9/10

(TEC-FORCE) 研究室 主任研究官 木村 一幸 9/10

7/19～25 道路地震 室長 片岡 正次郎 9/13～14

7/30～31 防災 主任研究官 横田 昭人 9/13～14

砂防 室長 内田 太郎 7/12～15 研究室 研究員 石井 洋輔 9/10

研究室 7/18～19 建築 基準認証

7/25 研究部 システム 主任研究官 荒木 康弘 9/11

7/26～30 研究室

主任研究官 木下 篤彦 7/9～10 構造基準 主任研究官 柏 尚稔 9/17～18

(TEC-FORCE) 研究室

主任研究官 坂井 佑介 7/10～12 都市 都市計画 主任研究官 大橋 征幹 9/17～18

(TEC-FORCE) 研究部 研究室

7/25～30 港湾 港湾施設 主任研究官 竹信 正寛 9/7～8

主任研究官 松本 直樹 7/15～19 研究部 研究室

研究官 泉山 寛明 7/12～15, 

7/25～26

土砂災害 室長 野呂 智之 7/17～19 部・センター、課室及び役職 氏名 派遣期間

研究室 主任研究官 野村 康裕 7/17～19 建築 基準認証シス 主任研究官 喜々津 仁密 9/12～13

研究官 村田 郁央 7/12～13 研究部 テム研究室

7/30～31 沿岸海洋 沿岸防災 室長 鮫島 和範 9/5～6

9/15～17 ・防災 研究室 9/26

研究員 鈴木 大和 7/12～15 研究部 主任研究官 本多 和彦 9/5～6

7/31～8/1 9/26

●平成 30 年 7 月豪雨 

●平成 30 年北海道胆振東部地震 

●台風 21 号 
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